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 レーザー核融合の高速点火方式では、コーン

付爆縮で高いRの爆縮コアの形成すること、お

よび超高強度レーザーによって燃料コアへの

加熱する効率の向上が重要な鍵を握る。ここで

は前者の爆縮過程について考える。 
 従来の中心点火方式の爆縮過程とは異なり、

核融合点火条件である高密度と同時に高温状

態を達成する必要はない。このため、従来の爆

縮（爆縮速度約3.5x107cm/s）よりも遅い爆縮速

度で燃料圧縮する方式 [1]が有効であるとされ

ている。爆縮レーザーのエネルギーが390kJの場

合の低速爆縮の流線を図1に示す。しかしなが

ら、低速爆縮の場合、爆縮速度が遅いだけでな

くシェル厚も大きいため、シェルの内面がスタ

グネートしてから最大圧縮までに要する時間

は従来爆縮よりも大幅に大きく200-300psを要

するこれは加熱レーザーのエネルギーが爆縮

中心に到達するように置かれたコーンの先端 

 
図1. 炉スケール(爆縮レーザーエネルギー：

390kJ)の低速爆縮の流線図(青線：左軸)、および

レーザー強度（緑線：右軸） 

に大きなダメージを来すことが予想されこと

から、高速点火の加熱の観点からは好ましいこ

とではない。 
 これを回避するために、コーン先端を尖らせ

ターゲット(TONGARI)[2]の提案がある。これま

でのシミュレーション研究では、現状のGXII
スケールのターゲットでの有効性は示されて

きた。炉スケールについては、爆縮による中心

圧力の増加からより設計条件が厳しくなる。図

2は、低Z物質であるDLC (Diamond-like-Carbon)
を用いた場合のコーンの影響を調べた結果を

示す。1次元の爆縮シミュレーション結果を用

いて、最大圧縮の500ps前から２次元シミュレー

ションを実施した場合の密度分布の時間変化

を図2に示す。爆縮中心とコーン内面の距離は

150 mであり、この場合はコーン先端が破断す

ることなく、LPI領域が保護されていることが

分かる。今後、初期状態からの２次元シミュレ

ーションを実施し、詳細な影響を調べる予定で

ある。 
 

 
図2. DLC TONGARIターゲットの爆縮からの影

響。密度分布の0.05ps 毎の時間変化を示す。 
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